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□ 朝礼時の配列間隔を十分確保しているか。（対人間隔を２ｍ程度確保）

もしくは、対人間隔の確保が困難な場合、参加人数縮小に努めているか。

（参加者を各作業の責任者のみとし、グループ別に伝達を行い、情報共有する等）

□ ポイントを絞った伝達を行い、時間短縮・効率化が行えているか。

□ 指差し呼称時に、対人距離が十分取れているか。

□ 朝礼前に体温測定等の健康管理が行えているか。

（非接触体温計の活用等）

□ 事務作業時の対人間隔を十分確保しているか。（対人間隔を２ｍ程度確保）

もしくはバーティションによる密接の防止が図られているか。

□ アルコールを設置しているか。

□ 室内でマスクが着用されているか。

□ 休憩時間の分散化が行えているか。

□ 手洗いなどのタオルが共用されていないか。

１ 朝礼・KY活動における取組状況

２ 現場事務所等での取組状況

□ 密接した現場作業を回避できているか。

□ 密閉空間での換気・送風機等の使用が励行されているか。

（室内作業、型枠組立）

□ 車両移動時の同乗・相乗りを避け、個別移動が励行されているか。

（現場移動用車両の増設等の対応）

□ 重機や各車両の操作前の消毒等の徹底されているか。

３ 現場作業、移動時の取組状況
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